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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】導電端子の挿入が容易であり、さらに導電端子
が保護される電気コネクタを提供する。
【解決手段】本体部１１及び本体部から突出する舌板１
２を含む絶縁性本体１と、絶縁性本体の舌板に挿入され
る一列の導電端子４とを備える。各導電端子は、接触部
を有する主体部４１と、主体部から折り曲げられる折曲
部とを有する。前記各導電端子の折曲部は、傾斜する傾
斜部と、傾斜部から下向きに延在する半田接続部とを有
し、前記導電端子の半田接続部の間隔は、傾斜部によっ
て、接触部の間隔より広い。
【選択図】図５
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【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】
　本体部と、前記本体部から突出する舌板とを含む絶縁性本体と、
　前記絶縁性本体の舌板に挿入され、接触部を有する主体部と、前記主体部から折り曲げ
られる折曲部とを有する少なくとも一列の導電端子とを備え、
　前記各導電端子の折曲部が、傾斜する傾斜部と、前記傾斜部から下向きに延在する半田
接続部とを有し、前記一列の導電端子の半田接続部の間隔が、前記傾斜部によって、前記
接触部の間隔より広いことを特徴とする電気コネクタ。
【請求項２】
　前記折曲部には、前記主体部と連接して、前記半田接続部と平行する延在部が設けられ
、前記各導電端子の延在部、傾斜部、及び半田接続部が同一平面内に延在することを特徴
とする請求項１に記載の電気コネクタ。
【請求項３】
　中間に配置される前記導電端子から、両側に配置される前記導電端子へ向かって、前記
傾斜部の傾斜角度が、次第に大きくになることを特徴とする請求項２に記載の電気コネク
タ。
【請求項４】
　前記導電端子が二列を形成し、一列の導電端子の半田接続部と、他列の導電端子の半田
接続部とが互いにオフセットするように配置されることを特徴とする請求項１に記載の電
気コネクタ。
【請求項５】
　前記電気コネクタは、前記導電端子を固定するための定位部材と、前記絶縁性本体を覆
うハウジングと、前記ハウジングに装着される蓋体とを備え、前記定位部材の両側には複
数の係止部が設けられ、前記絶縁性本体には前記係止部と係合するＬ字状の係止溝が形成
されることを特徴とする請求項１に記載の電気コネクタ。
【考案の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本考案は、電気コネクタに関し、特に、ＵＳＢ（Ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　Ｓｅｒｉａｌ　
Ｂｕｓ）規格に準拠した電気コネクタに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来技術のＵＳＢコネクタは、絶縁性本体と、絶縁性本体に挿入される複数の導電端子
とを備える。前記絶縁性本体には複数の端子溝が形成される。各導電端子は、絶縁性本体
に収納される主体部と、前記主体部から折り曲げられる折曲部とを備える。前記主体部は
、絶縁性本体に固着される固持部と、固持部の前端に設けられる接触部とを有する。前記
折曲部は、回路基板に半田接続される半田接続部を含む。前記主体部には、前記固持部と
折曲部とを連接する傾斜部が設けられ、これにより、複数の接触部の間隔と、複数の半田
接続部の間隔とが異なる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００７－１１５７０７号公報
【考案の概要】
【考案が解決しようとする課題】
【０００４】
　前記傾斜部が前記導電端子の主体部に設けられているので、前記導電端子が絶縁性本体
の端子溝に挿入される時、前記主体部への挿入が、前記傾斜部によって、困難とされ、さ
らに主体部が破損され易くなる。
【０００５】
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　そこで本考案は、上述される従来技術の問題に鑑み、導電端子の挿入が容易であり、さ
らに導電端子が保護される電気コネクタを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　前記目的を達成するために、本考案の電気コネクタは、本体部及び本体部から突出する
舌板を含む絶縁性本体と、絶縁性本体の舌板に挿入される一列の導電端子とを備える。各
導電端子は、接触部を有する主体部と、主体部から折り曲げられる折曲部とを有する。前
記各導電端子の折曲部は、傾斜する傾斜部と、傾斜部から下向きに延在する半田接続部と
を有し、前記導電端子の半田接続部の間隔は、前記傾斜部によって、接触部の間隔より広
くなる。
【考案の効果】
【０００７】
　従来技術と比べると、本考案は以下の長所を有する。本考案に係る電気コネクタの導電
端子の傾斜部が導電端子の折曲部に設置されることにより、導電端子の挿入が阻害されず
、さらに導電端子が保護される。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】本考案の電気コネクタの組立図である。
【図２】図１に示す電気コネクタを別の角度から見た組立図である。
【図３】図１に示す電気コネクタの部分組立図である。
【図４】図１に示す電気コネクタの底面図である。
【図５】図１に示す電気コネクタの分解斜視図である。
【図６】図１に示す電気コネクタを別の角度から見た分解斜視図である。
【考案を実施するための形態】
【０００９】
　図１～図６を参照すると、電気コネクタ１００は、絶縁性本体１と、絶縁性本体１に収
納される定位部材２と、定位部材２に挿入される複数の導電端子４と、絶縁性本体１を遮
蔽するハウジング５と、ハウジング５と係合する蓋体３とを備える。
【００１０】
　図５及び図６に示すように、絶縁性本体１は、本体部１１と、本体部１１から突出する
舌板１２と、舌板１２と平行するように延在する底板１３とを有する。本体部１１の頂面
１１３及び側面１１４には、複数の突出部１１３１、１１４１が設けられる。本体部１１
の頂面１１３の両端には、一対の当接部１１３３が設けられる。本体部１１の頂面１１３
には、一対の凹所１１３２が形成される。本体部１１の前端面１１１には、前後方向に延
在して、前記導電端子４を収納するための複数のスロット１１１１が形成される。本体部
１１の底部には、底板１３の後に位置する嵌合溝１５が形成される。舌板１２は、板状部
１２１と、板状部１２１から下向きに延在する一対の延在壁１２４とを含む。舌板１２の
板状部１２１には、前記スロット１１１１を貫通して、前記導電端子４が挿入される複数
の端子溝１２３が形成される。側面１１４の内表面には、一対のＬ字状な係止部１１５３
が設けられる。
【００１１】
　定位部材２には複数の固定孔２１が形成される。定位部材２の両側には一対の係止部２
２が設けられる。
【００１２】
　図５～図６に示すように、導電端子４は、絶縁性本体１の舌板１２の上側に装着される
第１列端子４０１と、舌板１２の下側に装着される第２列端子４０２とを備える。第１、
第２列端子４０１、４０２の各端子は、主体部４１と、主体部４１から実質的に垂直に起
立するように折り曲げられる折曲部４２とを有する。主体部４１は、接触部４１１と挿入
部４１２とを含む。折曲部４２は、主体部４１から垂直に起立するように延在し、主体部
４１と連接する延在部４２１と、延在部４２１から傾斜して延在する傾斜部４２２と、傾
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斜部４２２から下向きに延在する半田接続部４２３とを有する。折曲部４２の延在部４２
１と、傾斜部４２２と、半田接続部４２３とは同一平面内で延在する。
【００１３】
　ハウジング５は、天壁５１と、天壁５１に対向する底壁５２と、第１、第２側壁５３、
５４と、第１、第２側壁５３、５４から下向きに延在する複数の取り付け足５６とを含む
。天壁５１には複数の固定孔５１１が形成される。ハウジング５の各壁には複数の弾力片
５９が設けられる。
【００１４】
　蓋体３は、片状部３１と、片状部３１から突出する一対の係合片３２とを備える。各係
合片３２には固持部３２１が設けられる。
【００１５】
　図１～図６に示すように、電気コネクタ１００を取り付ける時、先ず、第１、第２列端
子４０１、４０２が定位部材２の固定孔２１に固着される。定位部材２は、絶縁性本体１
の嵌合溝１５と嵌合し、底板１３の底面と面一になる。定位部材２の係止部２２は、絶縁
性本体１の係止溝１１５３に嵌合される。第２列端子４０２と第１列端子４０１とは、そ
れぞれ絶縁性本体１の舌板１２の上下側に装着され、各列端子の接触部４１１は、それぞ
れ舌板１２の上下側から露出される。第１、第２列端子４０１、４０２の半田接続部４２
３は、互いにオフセットするように配置される。
【００１６】
　中間に配置される導電端子４から、両側に配置される導電端子４へ向かって、傾斜部４
２２の傾斜角度は次第に大きくになる。即ち、両側に配置される導電端子４の傾斜部４２
２は、中間の導電端子４の傾斜部４２２より大きい角度で傾斜するので、同列の導電端子
４の半田接続部４２３の間隔が、接触部４１１の間隔より広くなる。
【００１７】
　導電端子４の直線的な主体部４１が絶縁性本体１のスロット１１１１に挿入される時、
主体部４１の挿入が容易であり、さらに破損し難い。
【００１８】
　最後に、ハウジング５が絶縁性本体１を遮蔽する。ハウジング５の底壁５２は、絶縁性
本体１の舌板１２と、底板１３との間に挿入される。蓋体３は、ハウジング５に装着され
、蓋体３の一対の係合片３２は絶縁性本体１の一対の凹所１１３２に嵌合され、固持部３
２１はハウジング５の固定孔５１１と係合する。ハウジング５の後端は、絶縁性本体１の
当接部１１３３と当接し、ハウジング５の前端には、相手プラグ（図示せず）を導入する
ための一対の細長いフランジ５８が設けられる。
【００１９】
　本考案に係る電気コネクタ１００の導電端子４の傾斜部４２２が、導電端子の折曲部４
２に設置されることにより、導電端子４の挿入が阻害されず、さらに導電端子４が保護さ
れる。
【００２０】
　以上、本考案について好ましい実施形態を参照して詳細に説明したが、実施形態はあく
までも例示的なものであり、これらに限定されるものではない。また上述の説明において
、本考案に基づき成し得る細部の修正、或いは変更などは、いずれも本考案の技術的範囲
に属するものである。
【符号の説明】
【００２１】
　１００　電気コネクタ
　１　絶縁性本体
　１１　本体部
　１１１　前端面
　１１１１　スロット
　１１３　頂面
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　１１３１，１１４１　突出部
　１１３２　凹所
　１１３３　当接部
　１１４　側面
　１１５　嵌合溝
　１１５３　係止溝
　１２　舌板
　１２１　板状部
　１２３　端子溝
　１２４　延在壁
　１３　底板
　１５　嵌合溝
　２　定位部材
　２１　固定孔
　２２　係止部
　３　蓋体
　３１　片状部
　３２　係合片
　３２１　固持部
　４　導電端子
　４０１　第１列端子
　４０２　第２列端子
　４１　主体部
　４１１　接触部
　４１２　挿入部
　４２　折曲部
　４２１　延在部
　４２２　傾斜部
　４２３　半田接続部
　５　ハウジング
　５１　天壁
　５１１　固定孔
　５２　底壁
　５３　第１側壁
　５４　第２側壁
　５６　取り付け足
　５８　フランジ
　５９　弾力片
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